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Ⅰ　緒言
　ギフアブラバチ Aphidius gifuensis Ashmead は日本
国内に広く生息するアブラムシ類の寄生蜂であり，モ
モアカアブラムシ Myzus persicae (Sulzer)（以下，モモ
アカ）やジャガイモヒゲナガアブラムシ Aulacorthum 
solani  (Kaltenbach) などの害虫アブラムシ類に対して防
除効果が認められている（太田・武田，2016）．コレマ
ンアブラバチ Aphidius colemani Viereck もアブラムシ
類の寄生蜂であり，寄主範囲にはワタアブラムシ Aphis 













て，それぞれムギヒゲナガアブラムシ Sitobion akebiae 
(Shinji) （以下，ヒゲナガ）およびムギクビレアブラムシ 
Rhopalosiphum padi (L.)（以下，クビレ）が選定されて







































61 号 ’ を使用した．ヒゲナガは 2005 年５月に岡山大
学資源生物科学研究所（現　岡山大学資源植物科学研究
所，岡山県倉敷市）で栽培中のオオムギから採集し，コ











　培土を入れた 500mL のディスポカップ（高さ 12cm，
上径 10cm，下径 8cm）にコムギ種子 100 粒を播種し，
温度 20℃，日長 14L-10D に調節した定温器内で 1 週
間育苗したものを使用した．ディスポカップはプラス
チック製の円筒型水受け容器（高さ 5 cm，直径 10 cm）
に入れた．コムギ幼苗 1 ポットにヒゲナガまたはクビ
レの無翅成虫 5 頭（羽化後 48 時間以内）を接種し，透
明塩化ビニル製の飼育ケース（内寸幅 15 cm，奥行き
25 cm，高さ 30 cm）の中に図―1 のように導入した

























　培土を入れた 1/5000 a ワグネルポットにコムギ種子
30 粒を播種し，ガラス温室内（湿度は無調節，温度は





区（2 週間苗および 1 か月苗を各 5 ポット）を設けた（図
―2）．ヒゲナガまたはクビレの無翅成虫（羽化後 48 時






条件により 4 条件（高湿度 1，高湿度 2，低湿度 1，低




























（2017 年 11 月 6 日～ 2017 年 11 月 20 日）
20℃




























年 11 月 30 日～ 2018 年 3 月 28 日）のハウス内平均
温度は 21.1℃（最低 16.8℃，最高 34.7℃），平均相対
湿度は 87.4％（最低 31％，最高 99％）であり，全期
間を通して高湿度条件が維持されていた．




湿度条件では 20.6℃（最低 19.3℃，最高 22.4℃）お
よび 54.8％（最低 34％，最高 78％），高湿度条件では











要因 自由度 平方和 F 値 p 値
湿度条件（H） 1 0.0584 11.13 0.0103
アブラムシ種（S） 1 0.1025 19.53 0.0022





試験終了時の 2 種アブラムシ個体数 
図中のバーは標準誤差を示す（n ＝ 5）． 






湿度 1 で 44％，低湿度 2 で 63％，高湿度 1 で 91％，





湿度 1 で有意に多くなり（Tukey-HSD 検定，p<0.05），
播種後 1 か月の株上でも高湿度 1 および低湿度 2 で低
湿度 1 よりも有意に多くなった（p<0.05）．一方，クビ
レの個体数はコムギの生育段階によって傾向が異なり，
播種後 2 週間の株上では低湿度 2 で低湿度 1 および高
湿度 2 よりも有意に多くなったが（p<0.05），播種後 1






均葉長および地上部乾物重を図―6 に示す．播種後 2 週
間の株においては，葉数，葉長，地上部乾物重ともに
図―５ ファイトトロン内での異なる湿度条件下における試験終了時の 2 種アブラムシ個体数
 図中のバーは標準誤差を示す（n ＝ 5）．
  ln(x+0.5)対数変換値を用いて一元配置分散分析後，Tukey-Kramer HSD検定の結果，同じ文字間には5％
水準で有意差なし．
図―６ 試験終了時の無放飼区コムギ株の平均葉数、平均葉長、地上部乾物重
 図中のバーは標準誤差を示す（n ＝ 5）．
  対数変換値を用いて一元配置分散分析後，Tukey-Kramer HSD 検定の結果，同じ文字間には 5％水準
で有意差なし．
 葉長は株元から最大展開葉の先端までの長さとし，平均葉数および平均葉長は 10 株の平均値を示す．
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低湿度 2 で他の条件よりも有意に大きくなった（Tukey-
























湿度 1 と高湿度 2 の条件間で相対湿度に 50％以上の差




ムギは草丈が 10cm 程度となる播種後 10 日頃から，1
～ 1.5 か月頃までバンカー植物として利用でき，2 ～ 3
か月で更新するのが推奨されている（長坂ら，2010）．






件（2 週間株の場合，低湿度 2；1 か月株の場合，低湿





















較し， 15℃ではクビレが最も高く，20 ～ 30℃ではミド
リが最も高いと報告している．また，コレマンアブラバ
チは自然条件下でミドリにも寄生すると報告されている 
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Summary
We examined the influence of relative humidity (RH) conditions on the population growth of Sitobion akebiae (Shinji) and 
Rhopalosiphum padi (L.) on wheat plants. The population growth rate of S. akebiae was high at 90% RH in both 1-month-old and 
2-week-old wheat plants, but that of R. padi varied with the age of the plant. The population growth rate of R. padi on 1-month-old 
wheat plants was higher under high RH than under low RH and that of R. padi on 2-week-old wheat plants was high at 60% RH. 
These results suggest that the decrease of S. akebiae and R. padi populations is caused by other factors, including humidity.
